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収穫後のミニトマトの外観品質に及ぼす近赤外光照射の影響 

 
 
目  的 

これまでに、収穫後の青果物に近赤外光を照射することで鮮度保持効果が得

られることが分かっており、柑橘類の選果場を中心にこの技術が利用されてい

る。柑橘類以外の青果物の選果場での、本技術の有用性の検討を目的として、収

穫後のミニトマトへの近赤外光照射による影響を調査した。 
 
主な成果 

収穫後のミニトマトへの近赤外光照射によって、へたと果実のカビ発生の抑

制、裂果による傷の拡大の抑制が確認された。特にへたのカビ発生に対して有意

な効果を示した。この結果から、収穫後の青果物への近赤外光照射の効果は柑橘

類だけでなく、より多くの品目の選果場への本技術導入が期待できると考えら

れた。 
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図１ へたのカビ発生程度に及ぼす近赤外 

光照射の影響（付傷試験, n=50～51） 

t検定で無照射に対して有意差あり, 

** P <0.01 

図 2 果実のカビ発生程度に及ぼす近赤外 

光照射の影響（付傷試験, n=50～51） 

t検定で無照射に対して有意差あり, 

 ** P <0.01, * P <0.05 

図 3 傷の長さに及ぼす近赤外光照射の影響

（付傷試験, n=50～51） 

t検定で無照射に対して有意差あり, 

* P <0.05 写真 1 付傷試験のミニトマトの外観 

照射5日後

照射8日後

照射12日後

近赤外光照射区無照射区


